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27. マングローブ汽水域の浄化機能の解明 ~ 
〔要約〕エ ビ養殖池とマングロ ーブ植林池との間で水を循環させるシステムは、底泥中の旦二この増加を

抑え、現境負荷を低撼する。
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［背景・ねらい］

東南アジアを含む発展途上国では、マン グローブを伐採し養殖池を造成しエビ養殖を行って来た。これ

によりマングロ ーブ域が減少し、自浄作用が低下する とと もに、養殖池か らの排水 も増大し、沿岸環境

を悪化 させてきた。さらに水質および底質の悪化は養殖そのものにも深刻な影響 を与え、疾病の大発生

や放棄池の問題を引き起こして きた。

マングローブ林を伐採することなく、それらが持つ自然浄化機能やその高生産性を利用するために、養

殖池からの排水をマングローブに導入し、水質底質の悪化を防ぐとともに、マングローブ域から供給さ

れる餌料を利用する、低投入型の環境に優しい養殖技術を開発するための実験を行った。

［成果の概要• 特徴］

l. エピ養殖池とマングローブ植林池との間で水を循環させる実験を行った （固 l)。疾病対策として養

殖密度は一般的な収容密度よりはやや低い、 15尾 /m2および 30尾 /n名とした。

2. 生残率は、 15尾/ m2で放流した池 (PondIおよび4)で高かった （表 I)。単位重薗増に必要な餌

料の最を示す餌料係数 (Feedconversion ratio (FCR)) も、 Pond4で低 く、ここ で最も効率的な養殖が

行われたことを示した（表 l)。

3. 収穫量は、30尾／ 而で放流しマ ングローブ池との間で水を循環させた池(Pond2)で高かった（表 I)。

4. Pondlでは餌中に含まれるリンの 14%、 Pond2で 11%、 Pond4で 15%がえび体内に取り込まれた

（表 2)。

5. Pond Jおよび 4では、底泥表層 3cm内のリン含量は、投入されたリン量を上回った （表 2)。これ

は地中深部からの溶出により、リンが供給された可能性を示す （図 2)。Pond2では下回っており 、池

の使用履歴や底泥の酸化遠元状態が溶出に影響を及ぼ している可能性がある （表 2)。

6. Pond2におけるリンの収支は +l.55Kgとなり、少なくともこれがマングロー ブ植林域に流れたものと

推察される （表 2)。

7. Pond 4における収支は PondI同様マイナスとなったが、コントロールの PondIよりは大きく PondI 

と同堡のリンが地中か ら供給されたとすると 、約 0.43Kgのリンがマングロー ブ植林池に取り込まれた

ものと考えられる （表 2)。

8. 結果として、マン グロ ーブ域と水交換を行った Pond2および Pond4ではコン トロールの PondIより

も底質の悪化は抑えられ、漁場の老化進行は遅らすことができた。収支の値も高く環境負荷低減効果

が見られた。

［成果の活用面・留意点］

I. 今回水の交換はガソ リンを使ったポンプにより強制的に行った。コスト減をはかり、事業として行っ

ていくためには潮汐、風力など自然を利用して水交換を行うシステムを作る必要がある。

2. マングローブ池と水を循環させた場合の FCRは低く、漁業者にと っては有利であり環境負荷低減効

果も見られた。 さらに養殖池に対するマングロ ーブ域の面積の比 を変える等の実験を行い、最適な放

流尾数、養殖池マングローブ域面積比を求めて行く必要がある 。
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図1 実験の概要

表 1 エビ収穫の概要
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図 2 リン収支概要 (Kg)

収容密度 収穫量 生残率 平均サイズ 餌 餌料係数

（個体数／池） (Kg/池） （個体数／池） （％） (g/尾） (Kg/池）

10000 109.0 8350 83.5 13.1 158.7 1.46 

20000 190.3 12324 61.6 15.4 331.0 1.74 

10000 124.5 8528 85.3 14.Q. 166.3 1.34 

表 2 各池に投入された リンおよび各パラメ ーターに蓄積されたリン量とその収支(Kg)

投入

蓄積

ポンド 1 ポンド 2 ポンド 4

餌より供給されるリン 2.09 4.36 2.19 

エビ体内に蓄積されたリンの量 0.29 0.48 0.32 

巻き貝に蓄積されたリン量 0.26 0.24 0.00 

甲殻類（フジツボ）に蓄積されたリンの量 0.03 0.02 0.04 

養殖水中のリン増加分 0.08 0.20 0.07 

養殖池底泥（表層 3cm内）におけるリンの蓄積量 2.97 1.86 2.86 

収支（投入一蓄積） -1.54 1.55 -1.11 
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